
 

 

１．科目名（単位数） 情報科指導法Ⅰ （2単位） 

３．科目番号 EDIT3344 

２．授業担当教員 山口 弘泰 

４．授業形態 講義および演習 ５．開講学期 春期 

６．履修条件・ 

他科目との関係 

インストール版のワード、エクセル、パワーポイントが入ったパソコンを用意してください。また、現在

まで履修した教育分野（情報）の科目を見直しておいてください。また、Pythonについて触れる際にGoogle

のアカウントが必要となります。 

７．講義概要 

本講義は、高等学校教諭免許状「情報」を取得しようとする学生を対象とし、高等学校・教科「情報」の
指導法の基本的事項について学習する。「情報科指導法Ⅰ」では、教科「情報」の設定の趣旨や、科目のね

らいを理解するとともに、情報教育の３つの目標である、「情報活用の実践力」、「情報の科学的な理解」、
「情報社会に参画する態度」を育成するための具体的な授業展開のしかたについて、実習を通して具体的
に学習する。 

８．学習目標 

1. 教科「情報」の設定の趣旨を説明できるか。 

2. 情報教育の３つの目標である「情報活用の実践力」、「情報の科学的な理解」、「情報社会に参画する態度」

を育成するための授業展開を、模擬授業等で展開することができるか。 

９．アサイメント 

（宿題）及びレポー

ト課題 

講義内容を踏まえたプレゼンテーションや課題の作成があります。これらのファイル提出を求めます。 

10．教科書・参考書・

教材 

【教科書】【情報編】高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）解説：文部科学省 
【参考資料】情報教育関係資料（例：「情報Ⅰ」教員研修用教材 等）必要に応じて紹介します。 

11．成績評価の規準と

評定の方法 

○成績評価の規準 

１．教科「情報」の設定の趣旨を説明できるか。 

２．情報教育の３つの目標である「情報活用の実践力」、「情報の科学的な理解」、「情報社会に参画する態

度」を育成するための授業展開を、模擬授業等で展開することができるか。 

○評定の方法 

授業への積極的参加度、日常の受講態度、レポート等を総合して評価する。 

１．平常点(授業への積極的な参加・小テスト・レポート等) 50％ 

２．最終考課(テストもしくは最終課題) 50％ 

12．受講生への 

メッセージ 

教科「情報」は 2022 年度から「情報Ⅰ」として再編成されます。情報科指導法Ⅰでは必修科目「情報Ⅰ」

の内容について、現在までに大学で履修済みの科目内容を振り返りながら重要な箇所を抜粋して把握して

いきます。その内容を踏まえて途中で課される各課題は、教員になったときにも多用されるオフィスソフ

トを中心に作成します。ちなみに、情報科指導法Ⅱでは 2023 年度以降に実施される選択科目「情報Ⅱ」に

ついて、「情報Ⅰ」で関わりの深い部分にも触れながら内容を把握したのち、指導計画や教案等を作成し模

擬授業を実施していく予定です。 

13．オフィスアワー 別途通知します。 

14．授業展開及び授業内容 

講義日程 授業内容 学習課題 

第１回 イントロダクション 
事前学習 教育はなぜ必要か自らの意見を持っておく。 

事後学習 情報科教員としての心構えをノート等に整理する。 

第２回 高校教科「情報」設置の歴史的背景と目的 
事前学習 

教科書から「情報科設置の背景と目的」および高等学
校情報科「情報Ⅰ」教員研修用教材を確認し、本時の
学習内容の把握に努める。 

事後学習 本時の内容をノートにまとめ、理解する。 

第３回 情報社会の課題の把握と解決（利用者として） 
事前学習 

情報の利用者としてのどのような問題や課題がある
か把握しておく。 

事後学習 本時の内容をノートにまとめ、理解する。 

第４回 情報社会の課題の把握と解決（発信者として） 
事前学習 

情報の利用者としてのどのような問題や課題がある
か把握しておく。 

事後学習 本時の内容をノートにまとめ、理解する。 

第５回 情報デザインの考え方 
事前学習 

コマーシャルなど身の回りの情報について、どのよ
うな工夫がなされているか把握しておく。 

事後学習 本時の内容をノートにまとめ、理解する。 

第６回 情報デザインを生かしたプレゼンテーション 

事前学習 
提示されたテーマについてプレゼン課題をパワーポ

イントで完成させ、練習しておく。 

事後学習 

自分の発表を振り返ってワードでまとめる。 

提出物：相互評価、自分のプレゼンファイル（パワー

ポイント→PDF）および振り返り（ワード） 

第７回 基数変換および補数についての考え方 
事前学習 

2⇔10 進数の小数を含んだ変換、負の値の補数による
表現ができるように確認しておく。また、2⇔16 進数
の変換についても同様。 

事後学習 本時の内容をノートにまとめ、理解する。 

第８回 デジタル化の方法と利点等について 
事前学習 

デジタルとアナログの違い、デジタル化のメリット
などを把握しておく。 

事後学習 本時の内容をノートにまとめ、理解する。 

第９回 コンピュータの構成と論理回路について 
事前学習 

基本的なコンピュータの構成、および半加算器・フリ
ップフロップ回路の構成を把握しておく。 

事後学習 本時の内容をノートにまとめ、理解する。 

第１０回 プログラミングについて 事前学習 
アルゴリズムの基本構造を振り返るとともに、エク
セルのワークシート関数について代表的なものを把



 

 

 

（表計算を用いたプログラミング） 握しておく。 

事後学習 
絶対参照が必要なものなど使い方に注意を要する関

数をノートにまとめ理解する。 

第１１回 
プログラミングについて 
 （エクセル VBA を用いたプログラミング） 

事前学習 
エクセル VBA の開き方、操作の仕方について把握し

ておく。 

事後学習 情報Ⅰ授業向けの簡単なプログラムを作成する。 

第１２回 
プログラミングについて 
 （Python を用いたプログラミング） 

事前学習 
自分のパソコンで Google Colaboratory が使えるよ
うに準備しておく。 

事後学習 情報Ⅰ授業向けの簡単なプログラムを作成する。 

第１３回 コンピュータシミュレーションについて 

事前学習 
コンピュータでどのようなシミュレーションがなさ
れているのか把握しておく。 

事後学習 
エクセルシート、または VBA か Python で授業に用い

ることができるシミュレーションを作成する。 

第１４回 コンピュータシミュレーションの発表 

事前学習 
自作のシミュレーションの実行し、解説するための
練習をしておく。 

事後学習 
提出物：シミュレーション（エクセル、VBA、Python）

とプログラムの解説（PDF）を提出する。 

第１５回 まとめ 

事前学習 
シミュレーションの改良箇所について検討し、改良
しておく。 

事後学習 

今回の授業を通して学んだことを踏まえ、自分がよ

り深めたい分野について調べ、高校の実践事例を調

べておく。 

期末試験 

 


